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金沢美術工芸大学 紀要 No.65 2021
〈2019年第５回大会〉
金沢の伝統工芸品として有名な「金箔」と、人と人
を結びつける「水引」、お祝いの意味を持つ「梅」に
加え、古くから格式高く特別な色とされてきた「群
青色」を組み合わせ金沢らしさを表現した。完走し
たランナーへのお祝いの気持ちと、その喜びと共に
このメダルへの特別感を持って､思い出として親し
んでもらえるように願いを込めた。
８．まとめ
５年間を振り返って、「金沢らしさの表現」を完走メ
ダルに盛り込んだデザインを目指して提案してきた
成果は､確実に全国に広がったと感じている。市内
の飲食店で毎回このマラソンに参加しているご夫婦
からは､毎回メダルのデザインを楽しみにしている
と期待されている嬉しいお言葉をいただいたり、参
加した選手のブログ等でも、ホスピタリティの高さ
もさることながら、メダルのデザインも素敵だと好
評価されている投稿が多い。
金沢マラソンはその完走率の高さも特長で、2015年
は定員12,000人で出走者11,819人、完走者11,447人、
完走率96.9％。2016年は出走者13,265人、完走者12,
843人、完走率96.8％。2017年は、出走者13,975人、
完走者13,334人、完走率95.4％。
2018年は、出走者13,049人、完走者12,654人、完走率
97.0％。2019年は、出走者14,261人、完走者13,756人。
完走率96.5％。５年間の完走者を合計すると、延べ
64,000人の手にメダルが配布されたことになり、少な
からず､地域発信としての効果があったと言えよう。
2020年第６回金沢マラソンは10月25日に開催される
予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大の
影響により中止となった。
この大会からは､大きなコンセプトを一新し、これ
までの地域発信のローカルなコンセプトから、より
グローバルな大会へと飛躍する願いを込めて、デザ
インディレクターを採用し総合的にデザイン革新す
る方向で進めることが決定していた。大会は次年度
に引き継がれることになるが、成長した新たな一歩
として大いに期待したい。
（あさの・たかし 製品デザイン）
（2020年11月５日 受理）
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